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令和元年度事故報告 

 
安全・適正就業推進部  理 事   油坐 正 

  

令和元年度も終わりに当たり、一年間の事故をまとめ前年度と比較してみました。 

年間の事故件数は平成３０年度が１３件で、令和元年度は８件で前年度比５件の減となりました。 

詳細は下表の通りですが事故が大幅に減少したことは、会員各位の安全意識の高さと努力の結果で

す。しかし物損事故が前年度と比べ２件増加しています。刈り払い機除草による飛び石事故が１件、引取

り納入時の車両事故が１件増となっています。一方、傷害事故は前年度比７件と大幅に減少しています。

これは一人一人の安全作業に取り組む意識と姿勢が事故減少に顕著に表れています。 

令和２年度も４月からスタートしました。会員一人一人が健康と安全意識を高く持って適正就業に努め

事故ゼロを目指し頑張っていきましょう。  ご安全に 

＜事故件数と内容＞ 

 就業中 就業途上 合計 

植木剪定 刈払機除草 屋内屋外清掃作業 車両 傷害 徒歩 自転車 バイク 自動車 

平成３０年度   ２   １   ０  １  ７  ０  ２  ０  ０ １３ 

令和元年度   １   ２   ０  ２  ０  ２  １  ０  ０  ８ 

増減 －１   １   ０  １ －７  ２ －１  ０  ０ －５ 

 

理事会報告 令和元年度第１２回理事会は、新型コロナウイルスの感染拡大を防止するため中止し

ました。会長提案書のとおり理事全員が書面をもって同意したことにより、令和２年３月

１３日、理事会の決議があったものとみなされました。 

Ⅰ.決議・承認事項 

 （１）令和元年度収支補正予算について 

 （２）会員の入会について（案） 

 （３）パート及び嘱託職員に関する規程の一部改正 

について 

Ⅱ.協議事項 

 （１）定時総会における表彰対象者（案）について 

 （２）職群班（植木班・除草班・運搬費を含む）配分金 

の一部見直しについて 

 （３）地域班の班長の交替について 

 （４）その他 

Ⅰ.決議・承認事項 

（１） 会員の入会について（案） 

理事会報告 理事会は、諸情勢の変化を踏まえ、喫緊の下記事項を持ち回り決裁としました。会長提

案書のとおり理事全員が書面をもって同意したことにより、令和２年３月３０日、理事会

の決議があったものとみなされました。 
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４月 

Ⅲ.報告事項 

 （１）職員のベア差額の支給について 

 （２）２月の実績報告について 

 （３）新規就業の紹介及び退会者について 

 （４）各部会事業報告について 

 （５）その他 
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新型コロナウイルスの感染症対

応について 
 皆様におかれましては、感染拡大

を防止するため、専門家会議が示す

３つの条件（①密閉空間で換気が悪

い、②手の届く距離に多くの人がい

る、③近距離での会話・発声がある）

が重なる場所や場面を避けていただ

くようお願いします。 

有名人が短期間で死亡した報道に

接し、改めて新型コロナウイルスの怖

さを知りました。高齢者は重症化しや

すいと言われています。政府等の発

表に留意し、いのちを守る行動に心

掛けましょう。 

春の全国交通安全運動 
  ―令和２年４月６日～１５日― 

見過ごすな 信じて挙げた  

小さな手 

令和２年３月度 事業実績 

会 員 数 509 

稼働人員(派遣含む) 439 

稼 働 率(派遣含む) 86.2% 

契約金（月計） 15,495,903 

契約金（累計） 220,521,001 

（入会者） 「新しい仲間です」 

第３地区１班  小野 千里 

第４地区２班  田中   寛 

    第５地区２班  遠藤 路一 

  男性 ２名 女性１名  合計３名 

 

（退会者） 「お疲れさまでした」 

  男性 ８名 女性０名  合計 ８名 

         令和２年２月末日 現在 

 

令和２年度定時総会の開催案内 

 令和２年５月２９日（金）  午後１時３０分から 

 鎌ケ谷市総合福祉保健センター ６階大会議室 

 

コミセン・サロンの開催報告 

町内会の人たちと折り紙や小物作りを楽しみました。 

   道野辺中央サロン 

   ２／１   男性１人、女性２２人、計２３人参加 

   鎌ケ谷サロン 

２／２０  男性５人、女性２３人、計２８人参加 

 

 

 

随時 作品募集中！ 

短歌・川柳・俳句、写真などを

楽しんでいる皆さん、また、趣味

や旅行記、故郷の思い出、読書

感想などを執筆（２５０字程度）し

ていただける皆さんは、作品を

事務局までお寄せください。 

（氏名、年齢、住所を記載） 

令和２年度ポイント制への反

映や皆さんの力作の活用（展

示、広報紙への掲載など）を検

討しています。 

コミセン周辺めぐり（２） 

○鎌ケ谷コミュニティセンターとその周辺（２） 

大仏墓地を出て新京成電鉄の踏切を渡り、原沢医院の

看板を右に入ります。１００ｍほど行くと右側に「清田家の

墓地」と「駒形大明神」が並んでいます。清田家は江戸初期

から１３代続いた牧士（もくし）の家柄です。牧士は江戸幕

府直営の牧場を管理する人たちで、地元の有力農民から

選ばれていました。 

市域には清田家の２家と三橋家と３人の牧士がいたそう

です。普段は農業に従事していましたが、月６回、牧内巡

視、野馬捕りの指揮、周辺の村からの人足集め、冬場のエ

サや渇水時の水飲み場の確保、寒暑時の避難場所となる

樹林地の管理、枯れ草焼き、狼や野犬の駆除などを主な

仕事としていました。世襲制で、苗字・帯刀・乗馬・鉄砲所

持などが許され、手当ては初め馬３匹が支給されていまし

たが、後に金５両となったそうです。「小判１０両で首が飛

ぶ」と言われ、庶民は一生かかっても小判を見ることができ

なかった時代です。隣にある「駒形大明神」は、清田家の３

代勝定が、切り殺してしまった馬の冥福を祈って建てたも

のです。馬術にすぐれた勝定は将軍から賜った馬で帰村す

る途中、急に馬が暴れ出したためやむを得ず殺めてしまっ

たようです。牧士としてさぞ無念だったことでしょう。 

文責：澤村  （参考：鎌ケ谷市史 中巻ほか） 


